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地域住民のみなさんと、 

その家族に寄り添った 

プライマリ・ケアを学べる 

臨床研修病院です。 

みなさん、こんにちは！ 

医療生協わたり病院 医学生通信です。 

最近暑くなってきましたね。新歓もだいたい終わった

頃でしょうか？みなさん熱中症に気をつけて、部活に

勉強に頑張ってください(^^)/ 

No.26   May  2015 

医療生協わたり病院 

 医学生通信 

感想・お問い合わせはこちらまで↓↓ 

さて、わたり病院には今年新たに3名の研修医の先生がい

らっしゃいました。そこで、、、今月号から３回に分けて先生

方にインタビューをしたいと思います。第一弾は三保先生。 

Ｑ１,今どんな研修をやっていますか？ 

 研修が始まってまだ一か月です

が、この間は人の名前と顔、機材・

器具の使い方各部署の仕事内容

など憶えることだらけです。 

 そのうえで、病棟で患者さんを受

け持っての診療を行っています。 

Q2,ここまで研修をしての感想を! 

 主治医制の責任の重さを感じる毎日です。学生の頃も「自

分が主治医だったら」と考えようとはしていましたが、担当

患者さんに起こる大小様々なことに対しまずは自分なりに対

応を考えるのですが、対応が考えられない時などには、上の

先生方がいらっしゃらなかったら、、、と考え恐ろしくなりま

すね。 

Ｑ３,研修で大変なことはなんですか？ 

 単にガイドラインにのっとった診断・診療

では解決できないことがあまりにも多いこと

です。単純に病態の複雑さゆえにということ

もありますし、介護をはじめとした入院前の

患者さんや、患者さんを取り巻く方々の生

活、退院後のそれらに目を向けると答えが簡

単には出せないことばかりです。 

研修医研修医研修医インタビューインタビューインタビュー！！！   

三保恵里先生 

   【裏面に続くよ！】 

Ｑ４,楽しいこと・嬉しいことは？ 

 そんな様々な問題に向き合うこ

とや、そのことを他職種の方々に

相談して考えていくことが、苦し

くもあり、でも楽しくもある現在

です。 
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感想お問い合わせはこちらまで↓ 
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〒960-8141 
福島県福島市渡利字中江町34 

医療生協わたり病院 医学生担当 

Tel:024-521-2056 

浪江被災地視察実施（5/2） 

 わたり病院が加盟している福島県民主医療機関連合

会(民医連）主催で今年も被災地視察が行われました。

福島県内・県外の医学生のみなさんも多数参加してい

ただきました。 

 福島県の避難指示区域は現在も３つの類型に区分け

されています。震災から4年が経ちましたが、その爪痕は

いまだに深く残っています。 

三保先生ありがとうございました(^^)/ 

次回は木村純先生です！お楽しみに☆ 

直接先生方と話したいなと思った方・実際に病院に行ってみたいなと思った方は 

是非一度お気軽にご連絡ください♡    【024-521-2056(代) 医学生担当】 

皆さん、ご連

絡お待ちして

おります!! 

Ｑ６、最後に、医学生に向けて一言お願いします！ 

 ここの研修の面白さの一つに、内科が細分化されていないことがあると思います。実際に今担当中の患

者さんの主病名を並べても肺炎、心不全、脳梗塞などで、さらにそれぞれの方に認知症があり、排尿障害

があり、糖尿病があり、介護の問題があり、、、と机の上にはいろんな科の教科書が！という状況です。とて

も大変なことではありますが、実際には一つの病気だけしかないという方がむしろ少ない現実を考えると患

者さんを丸ごと診るという視点を養うには最適な研修病院だと思っています。 

Ｑ５, 院内・医局内の雰囲気はどうですか？ 

 とても居心地がいいです(笑) 

色々な専門をもたれた先生方に質問できますし、放射線科や検

査科へと院内のどの部署にもふらっと伺っても、あたたかく、そし

て熱く教えていただけます。 

三保先生はいつもにこに

こ。その明るさと一生懸命

さは医局の他のスタッフに

もいい影響を与えてます♪ 

村井先生と緑茶で乾杯！！ 


